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 クァドランテ編集委員会から、研究業績一覧の

掲載について連絡をいただき、少々、慌ててしま

いました。これまで自分で書いたものについてき

ちんと整理をしておらず、探してみると手元にな

いものもあって、我ながら「なんといいかげんな

ことか」と反省いたしました。それでも良い機会

をいただいたと思い、分かる限りで一覧を作成し

た次第です。以下、退職にあたって、自分の関わ

ってきた研究・仕事を振り返ってみました。 

 外国語学部日本語学科に着任したのは 1988 年 4

月。この 88 年度は昭和から平成へと変わった年で

した。一覧を眺めると、当然かもしれませんが、

外語大への着任以降に執筆したものが圧倒的に多

く、また外語大に着任したからこそ関わった仕事

もあることを再確認いたしました。例えば、『北区

史 通史編 近現代』そしてその前提となる資料

編の編纂です。外語大着任早々、地元自治体史の

編纂事業に関わることになったのです。  

 北区史現代史部会の責任者ということになり

（され）、どうなることかと思いましたが、結果的

には大変多くのことを学ぶ場となりました。私の

専門領域は、都市と農村という空間的観点でいえ

ば完全に農村サイドでしたから、戦間期に都市化

が急速に進み、ゴミ問題等も生じていた現在の北

区地域を対象に調査・研究ができたことは大変新

鮮であり、また都市と農村の関係史という視点を

より強く意識する契機になりました。まさに外語

大が北区に立地していたからこそ関われたのであ

り、都市河川の問題や戦後の軍事施設の接収や軍

用地解放（都市部における農地改革の一形態）に

ついて調査・執筆したことにより、多くのことを

学び、考えることができました。 

 もう一点、この一覧からたどれることは、着任

以前は関心を維持しつつも、形（論文）になって

いなかったテーマに接近できたことです。私自身

の今に至るまでこだわってきたテーマは、日本の

近代化・現代化のあり方や特色を照射するものと

しての「農本主義」です。このテーマについては、

外語大に着任後しばらく経ってから単著として刊

行できましたが、もう一つ、学部時代から「いつ

かは」と思っていたテーマがありました。農村女

性史、生活史への関心、いわば「農村ジェンダー」、

「農村生活」に関わるテーマです。私が生まれ育

ったのは埼玉県北部の水田地帯であり、東京への

通勤圏です。その土地の景観をも大きく変えた暮

らし（生産・生活）の激変を、農家女性の家庭や

地域社会でのあり方に焦点をあてて検討してみた

いと思ったのです。戦前から戦後高度経済成長期

にいたる生活の変化と農村女性の主体的営みを描

きたいという、この課題はまだ果たせていません。 

 とはいえ、外語大への着任後、本当に遅々とし

た歩みではありますが、戦時下の農村生活や同時

代の都市消費者の食生活や食料問題についての論

文など、多少、課題に接近したテーマについて執

筆する機会がありました。さらにその後、農村地

域を舞台に展開した生活改善運動やそこに関わっ

た女性の生活や意識を射程にいれた研究を始めた

のですが、これは途中で止まったままです。この

東北農村セツルメント運動とそこに深くかかわっ

た女性のライフ・ストーリーについてまとめてみ

たいというのが今後の課題です。ちなみに研究の

フィールドの生保内
お ぼ な い

セツルメント（1935 年設立）

があった秋田県仙北郡生保内村（現在 仙北市）

は、本学の研修施設である TUFS 田沢湖温泉ロッ

ジの所在地でもあります。 
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11.  野本京子, 坂本惠, 東京外国語大学国際日本研究センター編『日本をたどりなおす29の方法：国際日本研

究入門』東京外国語大学出版会, 2016（執筆担当「米からコメへ―日本社会のなかの米―」「東日本大震災

後の集落の暮らし―丸森の町から―」） 

 

III. 論文 
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11. 「東北農村生活合理化運動前史―戦前期『婦人之友』友の会の実践―」（『東京外国語大学論集』71, 2005, 
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